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大河原町デマンド型乗合タクシー運行事業のあらまし

事業主体：大河原町
（担当：企画財政課）

（仮）大河原町デマンド型乗合タクシー運行条例を制定

①大河原町地域公共交通協議会の設置・運営
②デマンド配車システムの構築（選定・契約・支払：24年度）
③デマンド配車システムリース（支払：5年間）
④（予約・配車）情報センターの整備（発注・備品購入・支払）
＊Ｏｒｇａ内マルフクさん店舗（約20坪）を利用⇒「梅小町」と共用
⑤事業説明会、ＰＲ等運営業務委託

（委託）協定書⇒準備中
業務仕様書⇒詳細協議

運営事業者：大河原町商工会 主な委託業務（案）
①（予約）情報センターの運営、施設管理

・オペレータ（3名）の雇用、給与等支払
・店内レイアウト、床賃借料、光熱水費等の支払
⇒「梅小町」と共用
・苦情、事故対応等
②利用料等の管理、予算・決算、事業実績報告等

・回数券等の発行
③運行委員会の設置・運営

⇒実務レベルでの協議（事業企画）機関
④商店（街）等との連携事業等の企画・実施
・待合所やチケット販売協力店、企業協賛、広告掲載依頼等

運行事業者：
(有)中央タクシー
仙南観光タクシー㈱

タクシー運行業務委託
（委託）契約書（案）⇒準備中
業務仕様書（案）⇒準備中

⑤年度契約の締結（協議、交渉）
セダン２台、ワゴン２台、予備車1台
＊タクシー借上料

1時間 ワゴン2,500円、セダン2,300円
＊タクシー運行上の交通事故は、運行事業者が対応

開業（運行開始）に必要な申請手続き等は、
２３年度予算で、町が代行処理する

オペレータ 3名：主任クラス1名、臨時２名
4月採用～5月⇒登録者受付、登録（打込み）
5月⇒情報センター整備後引っ越し。事務所準備
６月⇒システム研修
7月⇒受付開始

１．事業運営体制
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①利用対象者(案)
大河原町に居住する方、大河原町内に通勤・通学する方です。
＊原則として、一人で乗り降りできる方。出来ない場合は付添いが必要。利用者が同伴する未就学児は無料（未就学児
は一人では利用できない。）

②利用者登録
利用する人は事前に利用者登録が必要です。⇒未就学児は登録の必要なし。

２．運行規程(案)

③運行区域
大河原町の町内（行政区域内）に限ります。
④運行日と運行時間
運行日は月曜日から金曜日の週5日間です。土曜・日曜のほか、祝日と年末年始も休みとなります。
運行時間は、午前８時から午後４時30分（運行は午後５時）まで、30分間隔の1日18便となります。

⑤利用料金と減額・免除等(案)

1回の乗車につき３００円。
□減額・免除等
➣利用者が同伴する未就学児は無料。⇒未就学児は一人では利用できない。
➣小学生、中学生は１００円。障害者手帳をお持ちの方は（等級関係なし、提示が必要）１００円。
＊現行の「重度心身障害者タクシー利用助成事業」は当分の間継続する。
＊100円で利用される場合は「現金」での利用となります。

➣利用は、現金か回数券とします。＊原則乗車のときに支払い
➣回数券は「１１枚で3,000円」か「12枚で3,000円」の回数券を発行。（予定）＊使用期限1年間

➣免許証の返納者については、回数券（５冊）をプレゼント。（予定）

⑥利用・乗車制限 ⇒利用・乗車をお断りする場合があります。
ⅰ 泥酔した人
ⅱ 他の利用者の迷惑となるおそれのある人
ⅲ 安全な運行の妨げとなるおそれのある人
＊旅客自動車運送事業運輸規則第13条に規定するもの
ⅳ 不正な方法等により利用しようとする人

⑦運行規定の変更等
運行に関する規定の変更は、（運営事業者の商工会で設置する）「運行委員会」で協議・検討します。
ただし、サービス内容の重要な変更については、協議会で意見を求めながら決定します。
＊協議会に意見を求める事項は、③運行区域、④運行日・運行時間（便数の変更を除く）、⑤利用料金（減額・免除、政策
的連携事業の変更は除く）程度と思われます。

デマンド型乗合タクシーのPRや利用者登録のためのパンフレット（ちらし）を作成するため、利用者にとっ
て必要な以下の事項について検討しました。 また、「イラスト（イメージ）」も作成しました。


